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いろんな国をいろんな国を

味わおう！味わおう！

ホームページ
リニューアルしました！
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展示部門はカラマズー市との50年を超える交
流の歴史やカラマズー市の紹介、春と秋に開催
している英会話講座の授業の様子、今夏カラマ
ズーから来
沼した市民
訪問団の沼
津滞在とホ
ストファミ
リーとの交
流を展示し
ました。試食部門はカラマズー市特産のブルー
ベリーをふんだんに使ったブルーベリーティー
とブルーベリージャムの試食を行い、多数のお
客様のご来場を得ました。物販部門ではアメリ

11月24日㈰に「国際交流フェア」がサンウェ
ルぬまづにて開催されました。沼津国際交流協
会からは、岳陽部会、カラマズー部会が姉妹都
市・友好都市のPRブースを出展したほか、ふ
れあい部会・国際理解教育部会合同のワーク
ショップのブースを出展、また企画広報部会が
協会の活動をPRするなど、協力団体としてイ
ベントを盛り上げました。当日は約600名の来場
者で賑わい、国際色豊かな楽しいイベントとな
りました。協会員をはじめご協力いただいた皆
様、ありがとうございました。

今年８月に来沼した訪問団の写真と10月に岳
陽市を訪問した時の写真、岳陽市から贈られた
記念品を展示しました。来場者の方々が、写真

に見入り交流
の深さを確認
していまし
た。食のコー
ナーでは毎年
人気の「胡麻
団子」・「肉団
子」と今年は

中国の食材を詰め合わせた「中国弁当」を用意
し大好評でした。

毎年行なっている「ワークショップ」ではブー
ス運営スタッフが少ないため、スタッフは国際
交流フェアを楽しむ時間がなかったのですが、

今年は国際
理解教育部
会のお手伝
いもあり、
各ブースを
回り、スタ
ンプラリー
をする余裕
ができまし

た。ワークショップでも来場者とのコミュニケー
ションを楽しむ余裕もあり、和みの輪が広がり
ました。

今年はふれあい部会と合同でブースを出しま
した。
皆さんと一緒にマグネットやアロマ石鹸を作

り、和気あいあいとした中で楽しくワークショッ
プをするこ
とが出来ま
した。今年
の国際理解
教育部会は
展示物も少
なくアピー
ルとしては
少々控え気味でしたが、色々な方とものづくり
を通してのふれあいが出来たことはとても有意
義でした。我が部会も来年に向けて、違った取
り組みが出来ればと試行錯誤をしていきたいと
思います。

国際交流フェアが開催されました！

岳 陽 部 会

カ ラ マ ズ ー 部 会

ふ れ あ い 部 会

国際理解教育部会

カから輸入したお菓子や雑貨を安価で販売し、
大人気でした。
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去る９月８日㈰10時～14時、沼津市第二地区
センターにて国際交流サロン「インド料理を身
近に～作って食べてみよう」を開催しました。

講師は石井シュクリシュナ先生。スパイスを
組み合わせて作る本格的なキーマカレーの調理
を教えていただきました。
調理したあ
とは、全員で
キーマカレー
を食べなが
ら、インド文
化のお話を楽
しく聞きまし
た。

32名の皆様
にご参加いた
だき、参加者
の方からは、
また企画して
ほしいとのお
言葉もいただ
きました。

ふ れ あ い 部 会

秋の英会話教室は、海外にホームステイする
時に役立つ英会話をニューヨーク出身のサヴァ
ンナ先生と一緒に勉強しています。この日は10
回コースのうち、９回目。
助っ人の先生お二人も加わって、「レストラン

ごっこ」で実践練習です。オーダーを取る先生
に、受講生は堂々と英語で注文。テキスト無し
の会話をたっぷり楽しみました。講座はいつも
和気あいあい。受講生にとっては、友達作りの
場にもなっています。

カ ラ マ ズ ー 部 会

　　　　　　国際交流サロン

「インド料理を身近に〜
　　　　　　作って食べてみよう」開催！

太極拳講座

中国文化理解教室
として、太極拳講座
を年３期（１期５回）
行っています。一日
の仕事の疲れを癒す
目的や健康体操とし
て中国で行われている太極拳。講座でもストレッ
チを中心に行っていて、体がだいぶ柔らかく健
康になってきているようです。また多くの方が
再受講をされています。来年の国際交流フェア
での演武を目標にして、全員一団となって練習
に励んでいます。実現します！

岳 陽 部 会

ふじのくに多文化共生ネット

Fujinokuni Multicultural Network
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国際理解教育部会

10月12日に「NICEにほんごスピーチコンテ
スト」を予定していましたが、台風19号の影響
により中止になりました。スピーチコンテスト
始まって以来のことであり、順延を計画してい
なかったため、出場者、運営側も開催できなかっ
たことを非常に残念に思っていました。
せっかく原稿を用意してくださった出場者の
方々に、何とかして発表の場をつくりたい！と
再度計画し、にほんご教室が終わった後に「に
ほんごスピーチコンテスト」を「にほんごスピー
チ発表会」として行うこととなりました。開催
日の数週間前にコンテスト出場予定者などに声
をかけたところ、８名の方が参加してくださり、
内１名は選考時に落選した方で、なんと、一週
間前にお願いしたところ快く引き受けて下さい
ました。また、発表会翌日、試験を控えている
ため、ビデオレターで参加してくださった方も
いました。そのような行動力や前向きな姿勢に
もとても感銘を受けました。
いざスピーチでは、お互いの文化の違いであ
る「温泉」「ゴミの分別」また、発表者自身のこ
とである「双子に生まれて良かったこと悪かっ
たこと」など、発表者の方ならではの視点や感
性をテーマにした内容を、一所懸命に覚えた日
本語で頑張って発表している姿にとても感じ入

ることが出来ました。私たち日本人にとって短
所だと思っていることが、彼らにとっては長所
だと感じ、また長所だと思っていることが短所
に感じているものだなと、新たな発見や気づき
をもらいます。そして、彼らが感じたことを上
手に言葉にし、ときには難しい表現の日本語を、
生まれ育った地から遠く離れたこの日本で発表
している姿は本当にたくましくもあり、頼もし
くも感じました。
また、居住地域の一地域住民であることを認

識し、積極的に交流をもっているとの発表もあ
り、私たちも見習うべきところがあるのではと
考えさせられる場面もありました。
今回、発表者のご友人等約80名の方々が応援

に駆けつけて下さり、聴講いただきました。突
然の開催にも関わらず、数多くの方々が足を運
んでくださり、発表会をやってよかったと達成
感でいっぱいです。

NICEにほんごスピーチ発表会

日時　11月９日㈯　15:30～17:00

場所　沼津市立図書館４階第２講座室

不測の開催ではありましたが、関係者等皆さ
んの協力があっての今回の運びとなりました。
この場を借りてお礼申し上げます。皆様本当に
ありがとうございました。


